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日　時
：平成28年１2月19日（月）18:00～20:0０
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀会長・大石委員・下村委員・曽和委員・多々納委員・田中丸委員・福田委員　計7名（欠席：綾委員、石田委員、田中委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 淀川水系猪名川上流ブロックにおける当面の治水目標及び治水手法について
○上流部を部分改修案とすることによって、同じ規模の降雨に対して水位が極端に変わることや浸水箇所が著しく変わることはないか。
●各河川において、各規模の降雨に対する現況と改修後の浸水深図を整理しており、部分改修による顕著なリスク移転がないことを確認している。
○野間川は改修区間約400mに対して河床掘削案としているが、当該部分だけ河床が低くなるなど下流へのすり付けは問題にならないか。

●野間川については、これまでの改修区間も河床掘削にて改修してきているので、下流へのすり付けは問題とならない。
○主として部分改修にて対応すると、改修後においても人家のないところに対して危険度ⅡやⅢが残ることとなる。そのような地域に対する今後の取組みについてどのように考えているか。

●整備後においてもリスクの高い地域に対しては、農地転用を含む開発による土地利用を抑制するために、市町村の開発窓口や農業委員会への洪水リスク図の備えつけや周知を継続的に取り組んでいる。また、庁内の都市計画部局や市のまちづくり部局とも連携し、有識者の御意見も参考にしながら、水害リスクを考慮した土地利用、まちづくりが進むような制度の検討をしていきたいと考えている。
○制限をかけるかどうかは別として、洪水リスクが残る地域であることをわかるように表示の仕方を工夫するなど検討いただきたい。

●受けて側の視点に立った情報発信について、用語も含めて実行に移していけるよう検討を進める。

○一庫大路次川の事業効率の比較において、65ミリ対応河道と80ミリ対応河道の残余リスクについて、外力の大きさと被害の程度が比例していない点が散見されるがどのような理由か。
●被害額のマトリクスは１洪水による計算をしているため破堤点の違いによる浸水箇所の違いや、浸水するメッシュの資産データの濃淡による影響などが考えられるが、具体的にどのような違いが生じているのかについては、根拠を含めて確認させていただきたい。
○被害額のマトリクスの確認については、次回の河川整備計画本文の審議時に説明いただくこととし、治水目標と治水手法については本日の事務局案にて了承。

(2) 淀川水系猪名川下流ブロック河川整備計画（素案）について
○河川室が公開している河川情報システムについて、スマホでは見づらい状況なので改善をお願いしたい。また、夜間でもカメラ映像は見ることができるのか。
●スマホでも見やすいように現在改良中である。現場には量水標を設置しており、それが蓄光式としているため夜間でも川の水位が見えるように工夫している。
○河道の連続性の確保について、「総合的に検討する」と記載しているが、堰の切欠きや撤去などは検討しないのか。
●当ブロックにおいて、具体的に撤去等を実施するところが無いため、現在の表現にとどめている。

○余野川では整備後も残るリスクが高い地域もあるので、そこへの取組みや地域の皆さんや関係自治体と一緒に検討する場を設けるのであれば、本文にも記載できないか。
●地域や関係機関との連携に関する事項のところで、「望ましい土地利用のあり方の検討」と記述している。今やっていることややるべきことを本文に反映することを検討する。

○箕面公園の周辺で過去に斜面が崩れたことがあった。河川の利用や安全性の観点で、維持管理についても記述してはどうか。
●ご指摘の箇所が河川区域内かの確認はさせていただくが、河川管理施設の維持管理については、各河川で河川カルテや維持管理計画を策定して取り組んでいる旨記載している。
○里地ゾーンなどゾーニングの話が出ているが、本文だけでは場所が分からないので、参考資料だけでなく本文にも地図を入れるなど工夫すること。
○本日の委員意見を踏まえて修正したうえで、継続審議とする。

淀川水系猪名川上流ブロックにおける当面の治水目標及び治水手法について


・一庫大路次川、山田川、山辺川、田尻川の当面の治水目標は、「時間雨量65ミリ程度対応」とし、治水手法は河道改修（河道拡幅）とする。


・野間川の当面の治水目標は、「時間雨量65ミリ程度対応」とし、治水手法は河道改修（河床掘削）とする。


・長谷川の当面の治水目標は、「時間雨量50ミリ程度対応」とし、治水手法は河道改修（河道拡幅）とする。


・木野川、大原川は、現状において時間雨量50ミリ程度に対して人家への浸水が生じないこと、かつ時間雨量65ミリ程度及び80ミリ程度に対して人家への危険度Ⅱ・Ⅲが生じないことから、「現状で当面の治水目標を達成」とする。


・各河川の河道改修案が部分改修であることから、整備後においても人家を除くエリアに対し、洪水リスクの高い地域が残るため、リスクの周知や土地利用誘導策の検討に引き続き取り組むこと。


・各河川の当面の治水目標の設定にあたって算定している被害額等の根拠、考え方について、次回審議時に説明すること。


淀川水系猪名川下流ブロック河川整備計画（素案）について


・河川整備計画（素案）について、委員の意見を踏まえて修正したうえで、継続審議とする。
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